２０１６年１１月　UF商品研究会　No.１７４

日時：１１月１７日（木）　時間：１４：００〜１６：３０　
場所：東京都立産業技術センター本部　江東区青海２−４−１０　３F　
　　　3W03-1（創作実験ギャラリー１）
　
出席者：替地、佃、青木、久保田，錦織、森

＜研究会内容＞
　先月に引き続いて検討する会議の内容です。

１.「からだに優しい下着」「スパイラルインナー」
◼引き続き「説明文、紹介文」検討
スパイラル、渦まきについて、からだにとって、または、体を作る点での資料を持ち寄り検討。
・非接触センサーが自動認識する骨格データを用いて、関節可動域を測定する装置。データは動画や各関節の三次元座標を保存し、３次元表示により、あらゆる方向からの動作・姿勢の確認が可能。（システムフレンド社）
・オイリュトミー（宇佐美陽一）の資料
・植物の「松葉」の垂直上昇力（二重螺旋上昇の数理モデル）
・勾玉は赤ちゃんの母親のお腹にいる時のかたち
・地球の磁場、NS極
・月の引力と地震の関係
· 夢二式美人、S字のやすらぎ、からだのS字の曲線のやわらかさ
· らせん状のバネのような印象を与える。

◼原価と新素材の内容
・原価と素材の関係の数字は、まだ出ていない。
・素材の広がりはどれくらいにするか？
・メンズをするかどうか。
・子供をするかどうか？
・機能性を重視していくか。
・シルクについては？（昔から、カネボウが、シルクの輸入を一手に引き受けていた。）

２.副資材ブックについて
◼各社への依頼文の内容を検討（再度、依頼するため）
主な内容
・UNIFAとは
・UF商品研究会とは
・副資材ブックの必要性と意義目的
・協力のお願い（協力する相手のメリット）
・アイリス、YKK、オカダヤ、シマダ商事、ウエブ等の企業
・製造・メーカーと販売店の間を取り持つのがUF商品研究会
・機能、美しさ、操作性を図解して、分かりやすくする。

◼今後は、
・今、出来ているブックの中身を良くするようにする。
・ブックのページの担当を一人２〜３枚に意見を記入する。UFのポイントをアピールする。
・「機能、美しさ、操作性」を説明するようにする。（誰が書いたかサインする）
・クラウドにあげると、みんなで共有できる。

３.その他、IAUD名古屋に向けた状況報告　
　出席者の分担などを検討した。

４.衣のUD／衣着るⅡの最終的な校正した。

◼今後のスケジュール
１２月１５日（木）、
[bookmark: _GoBack]２０１７年 新年会 １月１９日（木）、２月１６日（木）
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